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1. はじめに 

ブラザーグループでは各国の環境ラベル取得に積極的に取り組んでいます。環境ラベルの要求事

項には、その要求事項に関連した各取引先様にご対応をお願いする必要がある内容が含まれてい

ます。 

本基準書は取引先様への適切な伝達を目的に制定しておりますので、本基準書の内容をご理解

の上、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

2. 本基準書について 

本基準書はブラザーグループが取得している環境ラベルの要求事項に基づき制定しています。 

(1) 本基準書にてご対応をお願いしている項目について証明書の発行や関連資料の提供を求める

ことがあります。 

(2) ブラザーグループ内において抜き取り測定等を行っている部品や材料があり、その測定結果に

基づきお問い合わせをすることがあります。 

(3) 継続的な環境ラベル適合を維持するため、お問い合わせ結果等の状況によって監査させてい

ただく場合があります。 

(4) ブラザーグループグリーン調達基準書でより厳しい基準が設定されている場合があります。そ

の場合は、ブラザーグループグリーン調達基準書を遵守してください。 

 

対象とする環境ラベルは以下の通りです。 

環境ラベル名    英語名     対象国 

・ ブルーエンジェル    【Blue Angel】    (ドイツ、欧州)  

・ エコマーク     【Eco mark】     (日本)  

・ ノルディックスワン   【Nordic swan】    (北欧、デンマーク、アイスランド)  

・ EPEAT     【EPEAT1.0, EPEAT2.0】    (米国) 

・ 韓国エコラベル    【Korea Eco-label】    (韓国)  

・ 十輪     【Ten Circles】     (中国)  

・ グリーンマーク    【Green Mark】     (台湾)  

・ エコチョイスアオテアロア 【Eco Choice Aotearoa】    (ニュージーランド)  

※今後、対象とする環境ラベルが変更される可能性があります 

 

3. 適用範囲 

本基準書の適用範囲は、プリンティング・アンド・ソリューションズ事業製品に使用する部品、材料を

調達いただいているすべての取引先様とします。 
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4. 用語の定義 

(1) 環境ラベル 

ISO（国際標準化機構）で標準化された 3 種類の環境ラベル（エコラベル(旧タイプ I）、自己宣

言環境主張(旧タイプ II）、および環境製品宣言(旧タイプ III)）のうち、各国独自の中立第三者

機関によって運営され、定められた製品分類と判定基準に基づき、審査・認定を受けるエコラ

ベル(旧タイプ I）を指す 

(2) プリンティング・アンド・ソリューションズ事業製品 

プリンタ、複合機、ファクス、ラベルライタ、ラベルプリンタおよびスキャナなどの画像機器製品 

(3) 筐体部品 

機器を環境影響から保護するとともに、稼働部品、熱を発生する部品、光を放つ部品または

電気の流れる部品からユーザを保護するための外装カバーを構成する部品 

(4) リスクフレーズ 

欧州連合（EU）で制定された有害化学物質のリスク内容を表す分類番号のうち、EU CLP 規則  

による分類を指す 

(5) キーコンポーネント 

以下の a)～d)に定義されるものをキーコンポーネントと定義します。 

a) メインプリント基板 

b) 集積回路（IC）：中央演算処理装置（CPU）、ソリッド・ステート・ドライブ（SSD）、ハードディ

スク・ドライブ（HDD）、ランダム・アクセス・メモリー（RAM）、グラフィック・プロセッシング・

ユニット（GPU） 

c) 電源ユニット 

d) ディスプレイパネル 
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5. 各部品の取引先様への依頼事項 

5.1. 全取引先様共通 

(1) EU RoHS 指令に基づく適用除外項目を適用した部品に対してもカドミウムの基準を超えて使

用しないようお願いいたします。但し、1 年以内に適用除外終了になる項目は除きます。 

(2) 製品に使用される部品、材料について、全ての含有化学物質について標準化された番号（例：

CAS RN®、EC、MITI）と濃度の開示（chemSHERPA による情報伝達）をお願いいたします。 

5.2. 電気電子部品 

5.2.1. キーコンポーネント対象部品 

(1) キーコンポーネント対象部品の製造拠点において、以下の a)もしくは b)のいずれかの対応実

施を要請します（Request）。 

a) ISO50001 の第 3 者認証の取得 

b) 以下に記載されているオプション 1～3 のエネルギー効率改善 

① オプション 1 

直近 3～5 年間の年間平均施設エネルギー性能の変化として算出される、少なくと

も 2.5%の過去の年間施設エネルギー性能改善。エネルギー性能改善は、付属文書 

A.1、A.2.a に従った測定および検証方法を使用し、付属文書 A.3 に従った適格監査

人により検証された、ENERGY STAR Challenge for Industry Statement of Energy 

Improvement を提供することにより実証されること。 

② オプション 2 

直近 3～5年間の年間平均施設エネルギー性能の変化として算出される、少なくとも

2.5%の過去の年間施設エネルギー性能改善。エネルギー性能の改善は、付属文書 

A.1、A.2.b.i、または付属文書 A.2.b.ii に従って承認された測定・検証方法を使用し、

かつ付属文書 A.3 に従って適格監査人により検証された、エネルギー節約計算を

示すエネルギー性能改善の文書により実証されなければならない。関連する変数

がエネルギー性能に大きく影響することを示すデータを供給者が持っている場合

（例えば生産や天候）エネルギー性能をそれらの関連する変数に正規化することが

求められる。 

③ オプション 3 

ANSI/MSE 50028-1：Superior Energy Performance 50001 Program – Additional 

Requirements for Energy Management System に対する第三者認証、または全国的

に採用されている同等のプログラム、および 12 か月から 36 か月の期間にわたり年

平均 1.0％以上の施設のエネルギーパフォーマンスの改善 

   ※附属文書A1,A2,A3はEPEAT2.0のCCM基準（Climate Change Mitigation Criteria、 

May 16, 2023 (Interim Corrections May 15, 2025）の付属文書を参照のこと。 

※附属文書の参照先 URL：https://globalelectronicscouncil.org/wp-content/ 

uploads/EPEAT_CCM_2023-Interim-Corrections-May-2025.pdf  

https://globalelectronicscouncil.org/wp-content/
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5.2.2. ディスプレイパネル 

(1) フラットパネルディスプレイ製造中に発生するフッ素化ガスを回収または破壊するための制御

装置を設置し運用していることを示す証明書の発行をお願いします。 

(2) 製品に使用される光源(原稿読み取り用光源やコントロールパネルのバックライト)には、水銀

およびその化合物を処方構成成分として添加しないでください。 

5.2.3. プリント基板 

(1) プリント基板の構成部品である支持基板には、下記を使用しないでください。 

 ポリ臭化ビフェニル類（PBB 類）  【Polybrominated Biphenyls】 

 ポリ臭化ジフェニルエーテル類(PBDE 類) 【Polybrominated diphenyl ether】 

 デカブロモジフェニルエーテル  【Decabromodiphenyl ether】 

 塩素化パラフィン（CPs）  【Chlorinated paraffins】 

5.2.4. 電池 

(1) 製品本体に内蔵する電池は、0.0005wt%を超える水銀(Hg)、 0.002wt%を超えるカドミウム(Cd)

および 0.004wt%を超える鉛(Pb)を含有しないでください。（EU 電池指令に準拠）。 

5.2.5. 外部電源ケーブル 

(1) ケーブルのプラスチックに関して、以下に示す 16 種類の多環芳香族炭化水素（PAHs）の合計

量が 200 mg/kg を超えないようお願いいたします。 

 ナフタレン    【Naphthalene】 

 アセナフチレン   【Acenaphthylene】 

 アセナフテン    【Acenaphthene】 

 フルオレン    【Fluorene】 

 フェナントレン    【Phenanthrene】 

 アントラセン    【Anthracene】 

 フルオランテン   【Fluoranthene】 

 ピレン    【Pyrene】 

 クリセン    【Chrysene】 

 ベンズ(a)アントラセン   【Benzo[a]anthracene】 

 ベンゾ(b)フルオランテン  【Benzo[b]fluoranthene】 

 ベンゾ[k]フルオランテン  【Benzo[k]fluoranthene】 

 ベンゾ［ｅ］ピレン   【Benzo[e]pyrene】 

 ジベンゾ[a,h]アントラセン  【Dibenzo[a,h]anthracene】 

 インデノ［1，2，3‐cd］ピレン  【Indeno[1,2,3-cd] pyrene】 

 1,12-ベンゾペリレン   【Benzo[g,h,i]perylene】 
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5.3. プラスチック部品 

5.3.1. 製品本体 

5.3.1.1. 全ての部品 

(1) 以下の物質を使用しないでください。 

 トリブチルスズ化合物（TBT）  【Tributyltin Compounds】 

 トリフェニルスズ化合物（TPT）  【Triphenyltin Compounds】 

5.3.1.2. 全ての筐体部品 

(1) 以下の物質を使用しないでください。 

 デカブロモジフェニルエーテル  【Decabromodiphenyl ether】 

 塩素化パラフィン（CPs）  【Chlorinated paraffins】 

5.3.1.3. 25g 以上の部品 

(1) 以下のハロゲンをそれぞれ重量単位で 0.1%（1000ppm）以上含まないようにしてください。材料

となるペレットだけではなく、成型時も以下のハロゲンを意図的に添加しないようにしてください。

Post consumer recycled (PCR) プラスチックが 25％以上含まれる部品に関しては

0.5%(5000ppm)以上含まないようにしてください。 ただしプリント回路基板、ケーブルおよび配

線、ファンおよびプラスチック部品（外部筐体を除く）のうち必須の火災安全基準に適合させる

ために臭素系または塩素系難燃剤を含むもので、要求される材料特性および性能を達成する

ために他の非ハロゲン系難燃剤を使用できないもの、およびプリント回路基板の電子部品は

対象部品から除外とする。 

・ 塩素     【Chlorine】 

・ 臭素     【Bromine】 

(2) 以下の可塑剤を含まないようにしてください。 

 フタル酸ビス(2-エチルヘキシル)(DEHP)  【Bis (2-ethylhexyl) phthalate】 

 フタル酸ジブチル(DBP)    【Dibutyl phthalate】 

 フタル酸ベンジルブチル(BBP)  【Butyl benzyl phthalate】 

 フタル酸ジイソノニル   【Diisononyl phthalate】 

 フタル酸ジイソデシル   【Diisodecyl phthalate】 

 フタル酸ジ-n-オクチル   【Di-n-octyl phthalate】 

(3) リサイクル材料もしくはバイオマス由来材料については、その材料に含まれるリサイクル材料

もしくはバイオマス由来材料の最低含有率が特定できる、以下のいずれかのデータ提供をお

願いいたします。 

・ リサイクル材料であることを示す第三者認証書 （例：UL E 2809-2、SCS Global Services、 

Recycled Content Standard ｖ7.0、ISCC PLUS for biobased content、等） 

・ 取引先様の自己宣言書 

① 所定のテンプレートがあります（弊社統括調達部から最新版を入手願います） 

② バイオマス材料の場合、適用された規格情報 （例：ISCC PLUS など）  
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5.3.2. 製品本体およびカートリッジに用いる重さ 25g 以上のプラスチック製筐体部品、 

コントロールパネルのキー・ボタンに用いる重さ 25g 以下のプラスチック製部品とゴム製部品 

(1) 以下のハロゲン含有ポリマーおよび有機ハロゲン化合物をそれぞれ重量単位で  0.1%

（1000ppm）以上含まないようにしてください。 

 臭素系難燃剤（BFR）、塩素系難燃剤（CFR）、ポリ塩化ビニル（PVC）に起因した臭素

および塩素、難燃剤としての有機ハロゲン化合物（プラスチック材料の物性改善の

ために使用される有機フッ素系添加剤は 5000ppm まで許容される） 

 ヘキサブロモシクロドデカン(HBCD) 【Hexabromocyclododecane】 

 デカブロモジフェニルエーテル 【Decabromobiphenyl ether】 

 テトラブロモビスフェノール A 【Tetrabromobisphenol A】 

 トリス（2-クロロエチル）ホスフェート 【Tris(2-chloroethyl) phosphate】 

 短鎖塩素化パラフィン(SCCP) 【Short Chain Chlorinated Paraffins】 

 中鎖塩素化パラフィン(MCCP) 【Medium Chain Chlorinated Paraffins】 

(2) 下表のリスクフレーズまたはそれらの組み合わせの一つまたは複数に当てはまる化学物質を

それぞれ重量単位で 0.1%（1000ppm）以上含まないようにしてください。 

H350 発がん性 

H350i 発がん性の懸念あり 

H340 遺伝子を損傷する懸念あり 

H360 生殖能または胎児への悪影響の懸念あり 

H411 水生生物に対して強い毒性、水生環境中にて長期的悪影響を及ぼす懸念 

※各リスクフレーズに該当する化学物資については、調査時点で適用されている EU CLP 規

則およびその改正内容を確認してください。 

(3) REACH 規則 第 59 条の候補物質リスト（SVHC）に収載されている物質を重量単位で 0.1%

（1000ppm）以上含まないようにしてください。CLP 規則での有害分類による分類の結果より適

用される規制値以上を含まないようにしてください。なお、同リストは年 2 回更新されるため、

欧州化学品庁（ECHA）が公表する最新版を常に参照してください。 

5.3.3. 製品筐体、各種ボタン、電源ケーブル 

(1) 以下の多環芳香族炭化水素(PAH)を使用しないでください。（合計含有量が 20 mg/kg を超え

た場合、その原因調査と低減化のご協力をお願いいたします） 

 ベンゾ［a］ピレン   【Benzo[a]pyrene】 

(2) 5.2.5 (1) に示す 16 種類の多環芳香族炭化水素（PAH）を使用しないでください。（合計含有量

が 200 mg/kg を超えた場合、その原因調査と低減化のご協力をお願いいたします） 
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5.3.4. カートリッジ 

5.3.4.1. 全ての部品 

(1) 以下を使用しないでください。 

 塩素化パラフィン（CPs）  【Chlorinated paraffins】 

5.3.4.2. 全ての筐体部品  ※25g 以上のカートリッジ筐体部品については 5.3.2 も参照すること 

(1) 以下を使用しないでください。 

 ポリ塩化ビニル(PVC)   【polyvinyl chloride】 
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5.4. 金属部品 

5.4.1. 25g 以上のアルミニウム、マグネシウム、鉄、およびこれらの合金部品および材料 

(1) 後述する「除外部品」以外に使われている 25g以上のアルミニウム、マグネシウム、鉄、および

これらの合金について、その材料に含まれるリサイクル材料の最低含有率が特定できる、以

下のいずれかのデータ提供をお願いいたします。 

・ リサイクル材料であることを示す第三者認証書 （例：UL E 2809-2、SCS Global Services、 

Recycled Content Standard ｖ7.0、等） 

・ 取引先様の自己宣言書 

所定のテンプレートがあります（弊社統括調達部から最新版を入手願います） 

 

除外部品リスト ： 酸化物、ミネラル化合物、メッキ、表面処理、顔料、染料、ドーパント、PCB、ラベ

ル、ケーブル、電源コード、コネクタ、PCB 電子部品、光学部品、ESD 部品、EMI 部品、電池、AC ア

ダプタ、ファン、ネジ、ボルト、ナット、ワッシャー、ファスナー、OPC ドラム、磁気ローラー、画像形成

ITB。 

 

上記のデータ提出が難しい場合は、弊社統括調達部へその旨の回答をお願いいたします。弊社統

括調達部との協議により、本基準について適用要否を個別判断いたします。 
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5.5. トナー及びインク材料 

(1) トナーおよびインクを構成する化学物質として、以下 a)～f)の化学物質を意図的に添加しない

でください。 

a) EU CLP 規則(Regulation (EC) No.1272/2008)の付属書Ⅵ表 3)にリストされている以下の

化学物質 

H350、H350i、H351 発ガン性物質 

H340、H341 変異原生物質 

H360、H361 生殖毒性物質 

H370、H371 持続性蓄積性有害物質 

H372、H373 長期持続性長期蓄積性物質 

b) 申請時点における EU REACH 規則(Regulation (EC) No.1907/2006)第 59 条)に基づく最新

バージョンの SVHC 

c) ニッケルおよびその化合物。但し、高分子ニッケル化合物は除く。 

d) EU REACH 規則(Regulation (EC) 1907/2006)の付属書 XVII 付録 8 にリストされている発

ガン性芳香族アミンを放出する可能性があるアゾ色素。 

e) 殺虫・殺菌性物質。 ※EU 殺生物剤規則(Regulation (EU) No. 528/2012)の附属書Ⅰカテ

ゴリー6 の活性物質としてリストされているか、もしくは承認申請が完了している物質のみ

使用することができます。 

f) 粉末状の酸化チタン（TiO2）。粒径が 10μｍ未満の意図的に添加される TiO2 の量は 1％

未満となるようにしてください。 

 

5.6. 感光体 

(1) カドミウム、鉛、水銀、セレンおよびその化合物を処方構成成分として添加しないでください。

（カドミウム、鉛、水銀については、付属書Ⅰで含有基準値が定義されていますが、本基準で

は含有禁止でより厳しい要求となります） 
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5.7. 包装材 

5.7.1. 全ての包装材 

(1) 鉛、カドミウム、六価クロムおよび水銀の意図的使用がなく、かつそれぞれの部品において、

鉛、カドミウム、六価クロムおよび水銀の含有基準値を合計で 100ppm 以下としてください。 

(2) オルトフタル酸エステルを意図的に添加しないでください。また、EU RoHS 指令と REACH 規則

Annex XIV（認可リスト）に記載されているオルトフタル酸エステルの合計濃度は 500ppm までと

してください。 

(3) ポリ塩化ビニル（ポリビニリデンを含む）を意図的に添加しないでください。また、包装部品中に

含まれるポリ塩化ビニルの総濃度は、塩素重量比で 100ppm までとしてください。 

5.7.2. プラスチック包装材 

(1) プラスチック包装材として使用するプラスチック材料は、有機ハロゲン化合物を含有しないでく

ださい。 

(2) クロロフルオロカーボン類(CFCs)、ハイドロクロロフルオロカーボン類(HCFCs)をプラスチック包

装材の発泡剤として使用しないでください。 

5.7.3. 紙系包装材 

(1) 製品包装に使用する未使用または再使用の繊維に対する漂白に塩素(Cl2)を用いないでくださ

い。 

(2) 紙系包装材の古紙パルプ配合率は、段ボール紙 50%以上、板紙 80%以上をお願いします。 

 

5.8. 同梱印刷物 

(1) 古紙リサイクルに支障をきたさない製本形態で、用紙のパルプ漂白工程において塩素(Cl2)を

使用せず、古紙パルプ配合率 30%以上の用紙を使用してください。 
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6. 参考情報：要求元環境ラベル対応表 

対象部品 項目 
ブルー
エ ン ジ
ェル 

エ コ マ
ーク 

EPEAT 十輪 その他 

5.1 全取引先様共通        
5.1-全取引先様共通 (1)   〇   
5.1-全取引先様共通 (2)   〇   
5.2 電気電子部品        
5.2.1-キーコンポーネント対象部品 (1)   〇   
5.2.2-ディスプレイパネル (1)   〇   
5.2.2-ディスプレイパネル (2)  〇 〇   
5.2.3-プリント基板 (1) 〇   〇  
5.2.4-電池 (1)  〇    
5.2.5-外部電源ケーブル (1)    〇  
5.3 プラスチック部品        
5.3.1-製品本体 5.3.1.1-全ての部品 (1)    〇  
 5.3.1.2-全ての筐体部品 (1) 〇   〇  
 5.3.1.3-25g 以上の部品 (1) △  〇   
 5.3.1.3-25g 以上の部品 (2)    〇  
 5.3.1.3-25g 以上の部品 (3)   〇   
5.3.2-製品・カートリッジ・キーやボタン (1) 〇 〇 〇   
5.3.2-製品・カートリッジ・キーやボタン (2) 〇 〇    
5.3.2-製品・カートリッジ・キーやボタン (3) 〇 〇    
5.3.3-製品・各種ボタン・電源ケーブル (1)    〇  
5.3.3-製品・各種ボタン・電源ケーブル (2)    〇  
5.3.4-カートリッジ 5.3.4.1-全ての部品 (1)    〇  
 5.3.4.2-全ての筐体部品 (1)    〇  
5.4 金属部品        
5.4-25g 以上のアルミニウム、マグネシウム、鉄 (1)   〇   
5.5 トナーおよびインク材料       
5.5-トナーおよびインク材料 (1)-a 〇 〇    
5.5-トナーおよびインク材料 (1)-b 〇 〇    
5.5-トナーおよびインク材料 (1)-c 〇 〇    
5.5-トナーおよびインク材料 (1)-d 〇 〇    
5.5-トナーおよびインク材料 (1)-e 〇 〇    
5.5-トナーおよびインク材料 (1)-f 〇 〇    
5.6 感光体        
5.6-感光体 (1) 〇 〇    
5.7 包装材        
5.7.1-全ての包装材 (1)   〇   
5.7.1-全ての包装材 (2)   〇   
5.7.1-全ての包装材 (3)   〇   
5.7.2-プラスチック包装材 (1) 〇 〇    
5.7.2-プラスチック包装材 (2)  〇    
5.7.3-紙系包装材 (1)   〇   
5.7.3-紙系包装材 (2) 〇  〇   
5.8 同梱印刷物        
5.8-全ての同梱印刷物 (1)  〇    
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7. 改訂履歴 

日付 内容 備考 

2021/9/24 新設  

2026/8/7 改訂（2 版） 主要な変更点は以下。(赤字箇所) 

・EPEAT1.0 基準 

【追加】カテゴリ（感光体） 

【変更】カテゴリ（ディスプレイパネル） 

【変更】表記修正（インクにおける殺生物剤） 

・EPEAT2.0 基準 

【追加】カテゴリ（電気電子部品） 

【追加】カテゴリ（金属部品） 

【追加】カテゴリ（電池） 

【追加】再生率エビデンス（プラスチック部品・金属部品） 

【変更】カテゴリ（プラスチック部品） 対象分類 細分化 

【変更】カテゴリ（プラスチック部品） 難燃剤対象 変更 

【変更】カテゴリ（包装材） 対象分類 細分化 

・用語定義 

【追加】キーコンポーネント 

・旧要求情報削除 

 【移動】プリント基板、液晶パネル、外部電源ケーブル 

・要求元環境ラベル対応表追加 

・その他軽微な表現/表記修正、表記統一 

   

 


